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米國の絹並に人絹布産業の現況について

小泉所

Tokoro KOIZUMI:-On the present situation of American silk and 

rayon broad goods

緒　　　雷

　所ヒ會纏濟の進展は分，化と共の綜合の歴史である。綜含は分化し、分化し海ものは鷹て綜合へ

の道を辿る。而して分化は一般に刷：會纒濟の～k成：獲展の遡縄に於てそ噛了はれ、綜脅は分化したも

のが、最早その瀧會的・機能を効果的に果し得ナ、蹄つて胤會終濟の逃展を阻筈する如き闘年午に

遮し海時に行はれる。

私は舷に、＝ペランド1鹸にクアルナー弾嵜にかNるアメリカの『絹並に人糸ll榊吻の∫k滞と分
　くり

配』なる勢作をぱ、L述の線に漕ふて紹介しやうと患ふ。

1．斯業の文化
　米國絹布燦業の原本形態は前際料1り洋∬ソ易（former　stock－carrying　mill）費あるo蝕に於

ては、全機織：1二梶が同一縄螢部1勾に於て行はれ、i現今斯界に兄らる乱如き末完蜘lll取弓1は殆ん

ど待はれなかつ掩のである。

　然るに凡そ1920fl三以塑、斯界に於ても，製造販嚢方法に茎E大な鰹化が巫じ、　t’1：、1：販壷工程の

原本形態よりの分，雛が，潜しV・i現娘として前1酊に推しlhされな。然らぱh1920年を境にして、斯

る分化はf可故に稜坐し、當霰分化機能を幡當すべき仕上業濟（CQnverter）の誕生を見たのか。

タアルナーは之を次の如く論明して履る。　臓920年の機織礎業の金緻困難以來、當該騰業の根

本的没鮒幾構に憂化が生じた。競事は増加し、業滑は製品を迅速に費岬する必要に迫られた。

xii玄ue仕1：販壷機能を麟む仕上業脅に、米発成fl温伏態で製晶を販貸するそ：了爲が急速に磯展したの

である。業蔚は来完成品歌態で製晶を庭分することに依て、資本の製品に圃党する酵閥を矩縮

することが出來．目．つスタイル攣遷に誌く危瞼を避くる舗が出來た。他方に於て仕上業者は

　　原料所有工場の前欺嚢係、叉は代避11商なる場合多し　　1920直前年に於て、製造業麿に依
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
て獲得されたと想像さるS財仕上に器く利潤の故に、仕ヒ業務に留らんとしPe。」斯くて原料

所有エ場は、製品仕h過穣に於て生する危瞼可能を可及的に興れんとして、蝕に仕上業者の獲

生を許したのである。

　次にn鏡織布業者・（c◎mmission　weaver）が前原料所有工場より分化したc謂ふ迄もなく

口銭織布業者は自己の設備並に勢働を提供し、代償としてロ鏡を受ける賃勢働諸的生薩業考で

あるが．この段階には『利潤を得て財を生産することに失敗し、今や織布勤勢を艇供すること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（：1）
に依てのみ衣食の資を得てゐる前原料所有工場が多いJ禦h駄りして、との分化には能動性な

く、止むを得ざる晩藩と稲するが遮當な分化表現であらう。それが現今斯界，に於ける有力な生

熊部門として、被言辰4粥プヒる原料所有工場に封し，封立的地位にまで置L揚さるSに至つたのは

　（1）N，T・C・peland，　W．　］’1，「1’urner；－Pr（〕ducti。n　an・l　d｛stvibutiou。£s…lk　a寛ld　rayon　b・。ad　geoclG．1935

　（2）　　｛｝p，cit．，1）．49。　　　（3）　　op，　cit．，　P．50．

獄縣樫維誌　　鋳九・巻　策一號　　ユ9：玉c）
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　イ1∫誤匙『者らシゴこ」二述¢）女日く、　余喪（1i・］ll多躍誓ζ方寄け闇kb！了吻撹ジ轟rぜゐ冒終し，　1籍1轟1．し　i戸ご1嚇噛藁姦・s’l」1歩」藻霊豪》碧軸きl　l7｛li！l｛

　産業潴亀一6’　di〕り、　一舟1ヒ1．こf．1：1；：：嚢1蹄よi）馬〔ll‘挿哉制1｛｛ノ、♪で践華fiを弓け、　銭．・1’i‡i」㌔鴛1門嚢『ぎ毅匙￥ヒ垂1δごい月；1驚1謬‘を・㌶毒・

　態、とするo夢く｝ζ二fヒヒ鐙匙早ぐk：たJJju斗ノi巧『イ」「続・1皆叉多よllξ凝肇洗布岸1；餌▼よ　i｝b　炉静蔦喋論魂毅癖｛’…：・：る｝紅羅識轟窮慧嚢薄。雑

　し、　そオLをぱ噛ジ己ノ’」ξ1｝ノriこ読て：・fl：Llヂ撫｝三腹娠｝1覧ボ’曇1季そゾ瀦1磁¢」’」・IC’・ξ驚溺醇・に・翰癖継恥；ζ蹟懸ず磯Si・苧警ノkv’，9，，1樵、，

　既1製1陥理辱竃業二荏鴨〃よ、硫11典赫転砺をfl：i：1二嚢II葦又は紡1料ll芽∫∫絵1続説融llllfし曳紅、　染蔚む1潔密ぐ誹｛ゴ鈴命1㌔1費駿

　で域熟せしめるものであるo

　　J駈くの女nき尉Lπ1砧珂系・』番幾宵蹟ゐ靴も♂つ沼気1』超雑財設、1赫醜のPL齢渾訂昇，獄，　」ξ沸りξ転ノ鋭続る小1｛ゐ憲硫触鱗髪辮

　」：の愛ミ腰（ll）L～交にb　そ（z．）「昌1に：ゾくきなノ曹イ察、量ズ姦lq｛ヨ三～’ヒ点懸ゐノ，紅Fl礒i　l鍼な．鞍評驚9需㌦、

　　撒1の如く・褐｛ili大轍酬編髄のノ七1賜・脚1蹴：嫌蹴繊陣論メへ鰍朔嚇麟！勲

線への進舳飽期れ，・）一・軸る・鴻嚇1｝人の繍撒鞭・蛸躍瓢鰍雀・綜磯・醤鞭曽蹴

猫麗しめ・從つ矧三ぜるll徽塘湘謝人揃つ費漁㌔母」撒～・・脳1融識姻1：1、t，
スポーツの流行・　6ts．？iriの＊｝mait式と撚つで・帽71ξ繍駒（覧紬舗1轍・燃蝋：｝ig騰…：あ繍駒

　（individuality　ill　clothin黛）　¢）箔奮；要を：」位力1卜比し，めノ；哉、

斯の如翻創翻・噛fヒとスタイル彿撒1伽」伽1膓1篤、蒙、㍉剛繍．蜘、偽嚇雛縫
　ゆの制約を発れ・・薫i・つ’i　li場鍵重加こ迅1裏な趨臆；で搬ノ」勘偽つlk駄瓢轟・iX，彰1評▽バ，1・あ膿、、、獅嘉‘t’1

鑓織布業者が源聡卜所イ1駅1：揚より勝齢客蔓ハ仕上聡～攣に隷騰ず葛獄・毛斡詩‘」・《犠，搬は萄鞭弊郵掬1；v，｝

蜘髄確保する臨つたのである蹴譲眈1こ猷泊蹴繍、擢鐵傭辮，・’順轍
と翻なしに鰍澱を鰍し偏嚇削，・柵・灘嫡搬・・樫輔蝋輪脇1醐イ∫
腸を聯1し記働ll飛よ　の鰍姓ドi雌イ聯姻隙，欝署溝搬た隔紬織，
　　次に！：！鏡織布業者はf”t：上彙者との結合關係1こ於℃、磯のr〆霧衛維持1置謂居篇の繋あゐが，鱗

人の騰並に鰍（・md・・w・・v・…d・・glige）購榔轍醗、逡撒識離緯購左舷，

瀬の糠襖へk・從繍｝人の肌禰緬献・・鱗隷勲鰭鰍Ll、麟轍獄翻
齢の礁蹴ユ伽低梱1備織伽麟」～1ケ人の鞘牌勲鍵1いゐ轍、1蝿碧榊
£鷺需識讐鞍轍蓼談禦鐸紮らで1：雛櫨灘麟嘉1潔婆翼鑑蕪癒

灘讐三伽製欄の鵬1ζ泓綱蜘燃鷺撒鰹腱轄義鋤

更臨製綴澁警胱成纐・を鯨し・それを継・・漏購樵紳ゐ馳紬鰯、
書凝葎窪糠驚薦慰1鵬誘嵩為蹴瀧なこ、欝煮驚珍鎮叢1饗漂2欝灘

業轡の・機能の既製山、鞠・よる代行臨近’ドに於け・…傾向で繊瓢．懸如億、

う識構誘1【1㍊；1鍔饗聲3蟹型鷺㍑撫、ll醗票・鞠灘識潔儒箭灘宏

㈲・…i・”・・…（・）・・，…，繭一tNt’…甜砺；諏。∴1，：ヒP糠1…』噌『1
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從つて原料所有：f’：場に方急ても、生燦の餓軸［iは末完放品製造であるが、その内未完∬戎品総額の81

　　　　　　UI三，鞘形鱗鰯｝鰍・…　　　1％訟継額の5°・8％が仕一h
、　　　　　　．　　　　．．　，　　　　、　　　業齎に供給される。rl鎧i織布業

ム　　　ケ

仕上、卸漉「、タll買

典他の二1二揚

既製品鑑者
ノ1、　蜜　離　者

典　　　　　他

　　言卜

糖　　　　　ti卜

原料所有コニ揚

・膿品1先成品1言卜

81．1

1．S

15。9

　1．2

100．0

59，1

　7．oi　50，魯

　　　
　－i　1．z
i’1’：1”131：1

　8．4　　　4，0

：tOO．0】　10（），〔｝

ao，s／　10Q，0

　　5

rl鏑織布業者　　　Xt　ecありては仕上樂涛への供給

（s）

　dln　製　品　　　 百分上ヒは58．7であるoそ楚つて．

“嵐』｝ﾖ…　こ佃藻者は未完幽脈關する限
37．6　　　　　り、爾瀦・にとりこの最1：の顧害

　3・7　　　　　であるo次に既製1吊製造業者ウま

　一　　　　完成rll、を原料所符二i二場及び仕ヒ

　　　　　　業聯よりll際求するが、前渚より
100．0
1こ0．0　　　　　　　　はう1己域lhIl糸息雀t’iの69・8％、　‘｛三’薫繍

　　　　　　額の38．0％、後糎よりは販資総

叡の牛額以上を購入する。斯くて∠1黛fl：上1り鞭機能の分化の故に、仕h業帝は贋〔料所有工場に

封しては無上の顧客であり、」LLつ最張の競乖齢ご㌧ある。而してr1鏡織布業者に封しては典の交

配労である。然し仕上粟齎は1製ll11の大傘を既製品業者に供給する鰯よ1）して、叢並に後聯よりの

1切約をう｝ナるo

　斯くの如く、米國機織礎業に於ては、四部凹火々分立貌雫の姿を贔し、分配問題を樋慶に混

頓化してゐるのであるが，而もその闇に、分酉巳部1”1による41三産部門の綜合が一一・・の傾尚として現

はれつtあ範i現駅をSLt逃すことが出來ない。

2．斯業　の　特　質

　以1：は米國機織魔；嚢の分化謝稚、昏分化殴階の現礁に於ける機能及び共の狛だ關係ez　W，｝gする

紹介である。次に私はψlll嚢の特質を述べ、それが持つ狩質の故に、骸避業も業猟統制に1昏】ふべ

き必要に棚慶に池られながら、それが甚だ田難である漸以を略述しやう。

　先づ機業の些k産部而｝で關し、特に織機の性質1並に形態に就て、その物殊性を見やうQ織機の

性質並に形態は、織布の品質数脚こ多大の影糊iをもつから、當該研究は重要である。

　・先づ装備織磯の憾質1ζ就て見るに、骸織機は交互交換性（interchangeabiiity　of　sillsc　and

rayon　eqし1ipment）をもつて贋る。蚊に織榔iの交互交ts（1，性とは、同一機械に於て絹窃人絹布共

他の漉織布等いつA’1をも製謎し碍る性質をさす。試に全圓織物愈航ヒ聯合愈（The　nationa！fede・
・ati・n・f　t・xtiles　i・・、）1ジ謄1・か・微牧よ駝観矛、ば、繍物業法（Th，、ilk　t，xti1。、Q鵡

に依り報缶義務をもつ業渚装備織機は、総台藪92．355中1．8％eま綿布用織機にして、主に混織
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（：o）
fllに｛吏川されて贋り謂il織物業法統制下にある全國人絹織物醐休（The　national　rayon　wjavers

group　Qf　the　cotton　text江e　code）に二≦搬餐ナ葺髭務をもつ業春装｛蒲離哉機47．728rl」約2125〃ま糸f｝矯∫用細1

機にして入絹布獅撒こ從事し、78％は紬布用織機にして混織用に使用されて居る。從つて今日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くn）
に於ては『最早絹布趨i業と入絹布産業とは明確に腰こ別され得ない』のが業界の實欺で」ある。而

してこの事の纒瀦hに鮒してもつ意：蝿は、業脅が市況の痩化に憾｛じて随時製品を愛更すること

に依り、製品並に原料繊雛i稼場を極度に二不安定ならしめることである。

　次に織機形態を見やうo酢続機の形態は織布能率に域丈質的に重大な關係をもつて堰るo蝕に所

謂能卒とは、経瀦的に健奈に活動し得る能力を指すが、維濟的に健金に活動する爲には、謂オ、

迄もなく、～ヒ塵コストの引下のみならや、市場！）要求に悠する商温の生炭を必要とする。今1・i

　（7）　　‘〕P・cit・P・52・　　　（S）　　く）P。　cit・’P・150・　　　（9）　　覇…母fl了並1’こ潅己織萄lf孟聡産1こ適Jilさ才しる　OP・dIL，　P・1⑪・

　（10）　人絹並に温織布生疲に適用されるOP・c馬1｝・10・　（11）　oP．　cit．，　P．9，



は、陶動Ftw型織機とそゴPとも∫迂　　　　t－－t．．　　　．

代腰網鰍るものと翻・＿＿娯1燃ド．

て居る・　　　　鞭撒蟹1
冒さ嚢鰐叢灘騰麗舞鯉甜醗　糊
　　　　　　　　　　　　　　　　ll・h　　I　　　9，343
成に於てあるか。

鉛　　　　　　　　　　　　　　瓢　　　噛綜　　　醇～’　雑　　　1、占　　　　　　　　　　　〔皆fS九霧

米圃に於ける織物ll醤好は、柔軟にして雛立；なす（soft　and　lm1ヤcr㈱hab1¢t（．tXf；11］’tl）織瘤（y，tOI）・

mヨrk）のない維物に陶ふ長期傾1侮がある。從つて斯る條件な近1以的にIll肖足さすもの胤モ・ゴ1妻も糠

率的にして近代的織磯と稀し得るわけである。扱て斯る見jl鳳：1，すれば・函型1編賦1幻驚1（，重，m）

は翠純織機（IXi　plain　loom）より良く、郷しく函型織機にあOて犠h篇闇4911」’JrU：の織機1二〇版葺r

49inches　reed　width）｝よ、典れ以下のものより良く殉ill動織機｛．fq　／JPI：1動織機・U，もjl転いo’・lll

し柔軟にして鐵立ない織物　　縮緬（crei）のが最も普通の～ll恥～幽に向’載期傾ll加砥篤間49以

．1：のものを要求し箪純織機又は箴llll49吋以下の繭型織機にては合川’1勺費川に於て高麟｝繍1製縫

すること能はざるが放であるo從つて當融織機の維漕1内娠命は・流行が班｝珀織（撫fft庶1）の如鉢

ものに圃ふ時のみ、ばどの良，い活動の除地を見川すに過謹？ない。然キ：｝鵬自動融犯騰拭於畷は・紳：

の切斯に原因する織瘤を示さ歩、乎にて緯の端な摘駆あげ、新に赤締轡搬すゐ献き鋒に’1｛壷寿：｝時

の逓れ、從つて生ナる費川塘加をさけ、且つ入的勢働資1糟加ずる事な1．。に、1人當81ヤ以Lの

鞭を撒する・とを磯な　　II細燃㈲賊・…
らしめる。從つて現勇1に於て　　　　　　　　備網・環法1頓：鷺都

　　　　　　　r・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　＿　　　　　　．－t」』、　．　　　．　　…．，』　　　　　　　　　　　　　　　膨訓顧　”，P｝一

卜li）－4S吋蝋鉱．ll　i・・i・｝捌燭

氏謙1｛　3・畷　　臥～1困i　N・1ゴ

灘燃1：蹴∴

全隠職物劔聯舎會調査に　　　　　　　　酬1翻膿法w櫨紛

依れば、絹織il勿叢濯ミ統制下の

業渚装備織磯92．355台中14％　　7篇…”．ttt一

は蹴純維機であり、その内71　騰屯繰機

％は篤閥49吋以下のものであ　　爾型繊機

る6現在の米隙1人の織物嗜好　　　1｝卜

1鮒以下145一蝿卜IP吋以唄　・・卜　M編
　ヒ’ヒ　　　　「　　　　　　　　　ジ　　　　　　　　1　　　　　　　　～

i　　27．510

1　　　＄．396
　　　　　　　　　．
i　（54。5「り
1

1　　35．90t；

i（Stt）．狗　（計調i　エ～孝111　：ll講　“移

（1新捌i　ll鱒　1浦1｝　；；”・

　　　　　　　　　　　　ミ
　翫8隻｝7｝　　昌，1唱5i　　・1．孔7詔二　　1槻娯

傾向よりすれば、この範聴に驕するものは多くの維餅的生命遣fイ∫し．．．ないc，次綜糊型i儀1磯繊金鞍

備織械の86％を占め、その内83％は銭闇49吋」ス1：のものである。從つて駄の轍1講llする縦t，、

比較的近代化して居るMfrsするを得るが、1．iの内白動織機に1銭っ”ご1瓢撫の9響にもノ耐ズ寂い實

状に於てある。次に綿織物業ドの人絹布製造業者に就て見ゼ’に、翠沌議磯1脚翁張1響ii織騰乳，｛灘．∫

　　　　IZf部門別織機装備ナ伏況㈹　　　　　に総し・lil嫉籏闇4｛，；「・J’以雪：のもの撚かに鋭‘∫

　　　　　（細織物業法統制下の業謂）　　　　　　であるQl繭型轍機にありて転）’，ElllSkiVi！・S．以1：

　　　　　　　　　　　一一一一篇……一一一一　　　のもの磁かに28％であ菊o硬1赫に習：轍すべ

i難別
箪純灘1　11穰

函蝋副　65謬

i、．．一．一一＿

黶B諜㍊　　聯漏驚　　　．ほ、後1セ’琶）内53．’oが臼動化署ぜい鉱夢ゴる織で・
暑鱗1計　　　転7・直・・　w∴．t’量∵叫慮1’”、？1塁

1瀦12騰　ある識噺・は入繍麟描な灘癖認
ユ3

g79柵　める鯛1昧る・糖脚蔵1騨酸鞭
一＿難製難・鎗製＿＿　嬬鱗1蹴1，灘雀欝牒贈s．i繍

難霧1犠灘
糊機い・lr・3L．一一．一

爾型織機　14撰1　鴉

1 計　　　　事實よりするも、之御鎚る事鋼嘱ミ篠が）で・あ

32．243　　　るo　『

努漉　　　以1二は～酬儲し唱急た駈麟灘撒況でま囑

　　　　　が・之を部門別に見れ1潔第3撮め如くであるe

（12）・P・cit・・P・10・　（13）。P・ciL，　P．10．
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　絹織物業法下の業謝に於ては、躍純織機に就ては、原料夙有工場91％口鏡謙瓢i布叢漸9％の割

合であり、函型織機に於ては83劃17の比率を示してゐる。奥に函型織機中籏m！4911」・以kのもの

に就ては、前渚81に封し後者は19の割合を保つに過ぼない。系lil織物栗法下のそれは、堺純織機

は原料所腐工場に依りてのみ鮫備され．函型織機に就ては爾灘の比寧97封3b筏聞49吋以」：の

もの前i者96後者4の封比を示して居る。

　次に晋々は経蕊蹴位’散織機装ウ制1こ況を兇やうo之を企体として見れぱ、装備織機99台以下の

こL：場数は、工場緬撒の70．2％を占め、500台以上のもの僅に6％の有様である。如何に小規模

工場の多きかを伽ることがlll恥る。然し之を絹布製造業渚のそれと人絹布製造業蔚’のそれに分

ち比較すれば、典嘘に大きな羽1違を見出すであらうoUllち前1者に於ては一・工場當り99q台以下の

もの工場総撒の74．4％であるに、後者に於ては僅かに12．3％に過ぎない。磁に瓢篇台以ヒの大

規模工場に就ては、蘭尉僅かに3．4％なるに、後者にありては42％に及んで帰る。

　次に．1：述の織機蕪にコニ」場挫築物の川有描關係を一瞥する。原料所有工場にありては、陶らの

建物を所有せざるもの業嘱維数の64．6％、1：1鐡織布策齎に於ては84．4％に及んで居るo流石に

織機を所有せざるものは少く、それは爾者に於て、夫々2，4％に韻ぎない。3く爾蔚に於ける織

機の所有割合は、原料所准工場は口鑓織布業蔚の約5倍に及んで膚る。

　　　　　IV鰭靴㈱鰍絹華漉撒備ll刷・）　　LA．．1：を概槻して（1）徽畷．

　　　　　　　　　　絹織物業皆　　　　　　　　備欣況は之を盃体として見れば

t．－tt－．．一．．．一．一」塑幽轡塾遡・l！糊分・・、撚驚総騰乏灘，

99以下
ユOO＿299
300＿－499
互～00－999

999以上

832
望08

41
19
19

11．119

99以謄ド　　　　　　　　1n

100－299　　　　　　26
300－一一499．　　　　　　11

r）OO－一・｛　｛）｛　　　　　1S

999以」：　　　　　　　16

99以下
100－299
300－499
500－999
999以上

81

842
234
52
37
35

ユ．200

23．031
26．393

11，286
9．724

21．921

92．355

74，4

18、6

3．6
1．7

1．7

100．0

　24．｛｝　　和當穣度の近代化臨制を認める

饗：1　　ことが川來る。（2）」：meの織機

撚　装鰍況榔門野ll剛直して之
　　　　　　を見れば、源料所有ユ：場が聯然
100．0

　　　　　優位にあるoこの寮よりしてn

人絹製幾粟表　　　　　　饅織布業湖ま未製、聯肺に郷h
　503
4．9，　86

4．263

11．008
£G．968

47．728

12．3

32．1

13．6

22，4
】9．s

100．0

弱　し源料賄蜴鰍1級繍∫に
潔　向ふ傾向がイけるeと詔・11る・

56・5　　　（3）次に興の挫麟親模は一・般に

1⑪0．0　　差爽小である。されど之は絹布業

以上合計　　　　　者にのみ錨する撒であつて
fl3．534

31．379
15，549
20．732
48．8s9，

140，083

70．2

19．5

4．3

3。1

2．9

100．0

16．8　．　人絹布業齎は一般に大規模経螢

粥　によ購成されてゐる．（4）投

講　魏繍蹴ては洪の翻11鞠
　　　　　るに難いが、建物織機の所有搬
100，0

　　　　　關係のみに就て見れば、自らの

娃物を所有するものさへ少い。されど蜘c於ても原料所有工場はn銭織項i業蔚より遙に大きく

強固な組織を持つて居ることを知るo

　依是槻匙、米閣の絹並に人絹布潴業は、一世紀以前にその端を嚢しN絶へざる成長に依て、

主要な泊費財藤業として、重要な地位をtliめて居るにも拘らす、典の設備に於ては、前蒔代の

ものを典儘檎承し薯しき改良乃跡を兇す、加之纏醤親模は挾少にして、小規模軍位iL：㍍し徒1こ

（14）　　OP・citり　P。19・
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抗瓠を事として居る。舷に商業i資1本家たるfl：L業者の亥’配を許す最大な原iノく1が存する¢）で噛，ら

う。

　　　　　　　　　　　3・スタイルの問題k斯界統制の困難

　機織塵業特に絹並に人絹布産業に：於ける最も本質的な1樗微は、それが流行rh1」懸黙（fashic》n　il1・

dustry）換言すれば、それは絶へざるスタイル（style）の慶動に制約せられ，、その埼内に留るべ

く宿命付けられてゐる事幣である。斯業に於てはスタイルの作川が、繍ての憐：1箪ζ政策、総ての

盤産分配の方向を決定すると鍛ふも遡欝ではない。從つて徽にスクイル問題に關し、節を改め

て論述する。

　先づスタイルは如何なる原1羽に依て攣動叉は循堀するのであるかに開し、クアルナーの1艶明

を聞かう。彼は模倣の動機がスタイルを普偏化し、裳拐りの動機が新t〆きスタイルを～跡臨せしめ

ると云ふ。鹿防1順倣の慾耀．は絡局謝賭の最もイ∫鉢的な～鮒畑悲1買朔幾である。にも拘恥沸

凡ゆる流行は・そ餌級に依て、d…ロつて自已破壌の1糊擾城長させて居るのである詑llも｝轍

の翻数依て流禰辮偏化するや否や、スタイル1鱒；禰刺llの動機に依・彬盤れでJl騨
それ鰍しない．凱そ献4糠糊化齢て了つたから囎，話21醐・レ．般叫チ吻網ズ

して、スタイルの縫化は朝三暮四のもので」はな．い。1薪柄の出現志それが確定rl勺人鼠靴確立する

迄の間には、i多くの時カミ締遡する。ある新様式が普」及すると、暫時にして所謂…新捕が誕生す娠エ

而してこの糊は鱒かは・ある鱒嚇柄の腰に依て代拠描の聯る・醐鍼禰イ・
確定的ではあるが繰返して行はれる。」　砺も1ド綿i物：分野に於てはスクイルは四の穴い諸一一原

料（繊維）織方・色叡1羅（m・t・・i・1（fib・・）wea・・，・・1。・，・r・d　desigtiL）…に於て蹴れ、

それは購の衣裳礁と幽勃ll齢さねば筋なし・・説iしてそれ既粥級漸嬢う1しに撫し
久しからすして大衆湘費の：部翫に景多響するのである。』

以」の奴スクィル剛鄭文と捌と灘湘反纈機1融て～撤灘せしめら転1直i杯E鍵

的畑の・栖さ蹴いて起る・従つて諾しスタイル哩化が色催於て購肋と識伽、
糀i造に於てN“あらうと、生塵蔚に依り豫見されなかつ海時3くは：か沼ミーc1・、鴻費’κ需要を鰻化・せし

めるならば灘に過剰麟伝ふ撒を惹起せしめるのである。誠に卿蘭ま湘蒲醐賢繍
事よりして、絶へす『使用し得ざる商｝珊に憐まされて屠る。勿論該漉業の遡剰∫1鱗撒、生産

設備の過剰と雪ふ原因にも依るであらうが．該燦樂がスタイルに制約される駆節1遣葉である走

葦ミふ事情が、蔀とも本質的B翼凶であるo

　斯くの如く斯界は、不断に憂韓して止まないスタイルの制約をうけ、鋤測蜘漿に椴まされて

ゐ雛加わ触移くの磯織勇∫業瓢ある場合燃原料鮪：正撫でも、鱒のノ腕，瀾
の豫想として、信頼し得る商業案内よりも、寧ろ商業上の風聞にイ至粥｛する場合が可なりに姦、・

のである・繊の赴く所へ欝も行く諾職物の鮪良好ならば、瓢篇灘和ても識等
の多くは恐らくは生淺を増加するであらう。斯るシープ、ライク（sheep・正ike）の行璽力は、當1汝

特定商品の撃節礎晶を損失ならしめるのみならづ㌦他財の償格にも影樽を及ぼすのである。、1；（ls）

かsる業者¢）統制なき行動は・さなきだにその性質上生窟週剰をイ’1ミひ易い該燦粟をして愈々そ

の苛に拍車をカllへる事となるのである。

　誠に生塵の油費への遭從・油費の範圃内に鉦三塵水準を維持すべきことは不減の維濟法則・（3あ

る・從つて該法；工1肱違反せんか・如何なる薦業も・暫ては崩壌への道を辿らねばならないので

ある。然るに機織灘業にありては、上述の如く塵業そのもの』性質が不噺の～1三炭避鼻1を結果す

るの1こ・業界に於ては，（1）召るが魏隣業である、（2）一般1覗本取t」1（・・mpli。9　P，。，ti、。）

　（15）　　（16）　　（17）　　op．　cit，　p．60。　　　（18）　op．　cit．，　p，60．
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を行つてノii．｝る．（3）！k滞分配爾段階の利轡鮒立が甚しV・、（4）原料繊維の供給を他國に仰ぐ、

等のi渚ミ∬情の1敗にイ1…礎の言調整iは頗る1利難である如くであるo

　挙節1漿業と鴛ふ斯ξltしの性質が雄1’†1統｛罰を妨ぐる所以を、コペランドは左の如き引用：文を以

て読朋して履るor　Ullち1蒔幻指響ζは寧節商温を取扱つて甜る。從つて當骸年凌の惣各月に郷：敬

を購入することを公衆に期待することはlll來ない。雄蔭誉並に分配の要求は封蹄的に相五｛こ羽1

反して贋るので、一・方は譲歩せねばならぬ。01鮭一の事が可能である。即ちノ1三礎は分蹴に遮合

せねばならない。がこの事レよ季節1’内底黙に於ては、生疏ミは極度に縮少され増ユぱならぬ菓を意

味する。不宰にして凡ゆるものに侵欝する如き・一般的解決策は、この～1三礎問題に1鋼しては磯見
　　　　　　　　　（l9）
されて居ないのであ7」　c’　J｝と。次に児木取引に關しては、騰幻遣業には正確な豫想を爲すを妨げ

而もその解決策は之を：獲見しそ腎・ない如き一．一・の椴そ：iが今術存して居る。予は粥該行旙を衣裳flゴκ

業潜が、各源泉より多：敷の見本切　　・衣嚢製作に嬰するより海かに多き一一をliY入することに
　　　tl　；’u）

肺したい。，1日ド織物製造：満監匙者が，白己の分酉巳可能に付てなす、實際の臓賓敷瀧に付てのlll信一の豫

定尺度は、Jl又lj　1に於て織物．j　l慨の指示となるところの是の冤本の範幽であるc』i然るに腿？し見

本が抽劣であるならば、恐らくその織物は破功しないであらう。余りに廣範幽に見擁くを出すな

らば，それを凡化する事に依て織li勿を殺す。灘し多1硅の見木を出し燈灘豫想を1汝見木の糾f果に

基き立てるならぱ、種々な原因例へば商rlllをll際入し陀衣1裳蟹作軒はそれをfヒ漁二てない、或は偵

格割引の放に他品を代用する等々の騒由で、該織物の販醐は實i現しなv・。その結果齪∫煮業者は

多徽の商品を乎持し、それを動かす蔦には債格割引をそ腎ひ、財政的損火を結果せねばならな
虞llll斯くa、、コ・，llく腱・㈱　1禰す咽捌鳳言鵬脇なく糠1腰惣・1継姻鵜らしめ、

ノk膿調整の實考丁を妨’げるo

　～k礎分剛爾榔III」の封立に就では麟にL逓した。殊に仕．i：業渚がv撒年｝ご賦つては存綾し得な

い如きn鑓織布業齎をして業界に流入せしめ原刺獲得を胸利に展開せしめんとする傾ある臨は

業界の…づ亡的統鑓illを殊に困難ならしめる。次に生綜生薩の1統缶llは、謂ふ迄もなく、日本政府に

依り行はれるのであるから、常該統制に關しては闇擾に影響を及ぼし得るに過ぎなV・。

4．統制の必要とそれへの動き

　以上に嵐って私は米國機織熊業の分化過程、分化に依て生ぜる各段階の不可避的な磨擦、並

に機業現花に於ける諸特質を論述しだo而して業界の聯質は不合理の1渚粗でもあつた。原料領

格のムラ氣（the　vagaries　of　the　raw　niaterial　macket）スタイルのi墜動、装備設備のゴ｝t近代

化、小規摸£1三産輩位の剛、立、見本取引の慣行等は、肇糠亥機業をして不食灘な旋業毎らしめる主

要原因である。1持に斯業がスタイル3くは流行i蓮動の先頭を切るべく宿命附けられて鷹ると云ふ

芝鉾情は、當骸歳業をして市況の不断の愛化にさらし、それをば投機的塵業たらしめて居るので

ある。

　當該塵業が如何に不安定な藤業であるかは、該：〔場の攣化i挙3くは墾il〔馨i肇（the　rate　of　change

or　turnover　of　fi1’ms）を見る事に依りて容易に首肯し得る。第5豪｝こ依るに、例へば識ユージ

ャーシー州に於ては1921イドには749工場が、1929年には609工場が登録されてゐるが、このJJL

ヶ年聞に964エ場が斯界に流人し、921工場力硫Hlした購が寵鎌されて居る。この激等二は嵩ユ

ージヤー一シー州tt於ては斯業に從衷した工場中34％のみが近年も面活動を緻績してゐるに過ぎ

ない窮を示して屠る。蝿存せるもの一に封し殆んど二のものが流出入したll賢ぴある。との趨勢

は弛州に於ても亦之を認める鄭が1醐ξる。

　（19）　Op．　eit．，　P．4・　（20）OP・cit・，1）・5・　（21）　OP・cit．　P・5・
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咄　　96－1　　議せ嗣1・た・・例へば生1・｝…L聯i

　1‘｝7　　1iv：）　　　に關するぜナll梁・｝，しては、イン

　18　　2s　　　　ペントリー、プジンG駄V（慧1・

　31｝　　41　　　t（》：・yllrLの　万唱監1時醐の短絢ll

　g　Y2　（・・xluc・ti。…個漁、）鋤白勺
　2　　　　8
　　　　　　　　　休』：モ‘；it（1）u：ri。dtc；s”：，tit・d。wn＞・融

1・Ot）：l　L螂 @　　描ゴ1血鵜ての叉II睡節的時ml

短騎ll（year『round　or　perioidic　recluci；i［）n　of　llouvs）廻ド罎跨多ゼ）、ξ工凪涛竃隅1阿‘さjl　l，て；1ε｝るL，禦ミしな力書

ら惟ふに組織の統illllが、藤・業磯展の欝の最も；tli：要な鍵ではなからうか。斯1蕪イζ況の1馴人iには誓濾lil

の如く覆々なる原囚がある。その或るものは礎裳そのもの．N外に披の1；；C囚駈イ∫し、慮ゐものt，k

その内に原凶を薩して店る。併しながらスクイル働麗の如き肇抄柏勺原因ほ、イ∫機徽幽霞於けゐ

魚候の如く、人薦の範嗣外に於てある。i然し封内的原IMは然らサ㌔然るに謁内的原1λ1の触くは、

原木形態よりの謝分技のづ｝離の故に盃ぜるエビノレ（evil）なる場合が働い。從つて繍織の髄㌫Il　lこ

そ、骸藤業の今後向ふぺき：方「11」であり、而して肚會進化の法則は、その好むλ台喧！茸に41㌧建プタ、

當該方間へとこの産業を才ll：進めて牡くであらう。それカ、献・ぬかクγルナ吋k儲v）嚇イくに於

てfiiこの産業が∫1三疏廿［：上叢に版買の諸機官旨を趣行する事能はナ，庚た露：ばない勢撒の小規iSWI

位より構成されまた分配蔚が商温雄藤上の魔際維苧寄に封し：貴任む負ふ～：’≒なく’｛｛滞甜酬衛織蹴

する限り、該燕業は當然受け得べき繁榮をも墓くることは出楽ない。留1，蕩・に當誼謄聡が刹li甥臆

得に尚ふi次の段階は　　不況II斜こも安簸を増し、有羽jな賊！鞭方法を糸1‘1果すゐ三撫歩的商rlll1化ヵ泌

をもつた　　大軍位にまで脅瀧結含を宥ふ事で」あらう。この事は総ての小、1期潔i…滞習は、大織

物會耽の磯展に依て、捌1除さるぺき限界撒億として湾へらるぺきであゐゐ云ふこ志嶽3戴1：味L．て

は履ない。大企業が多くの小企業と共存し得る誰療は、賢氣及び共他の製澱ニ1：瀧に於・篶示婁ぬ．

て屠るところである。小規模業蔚に關しては、　　r1鏡織布楽丼、原耕斯イ∫エ場“讐に　　趨獣

な協同乎段こそ凡ての製遭業者に封し、有利な競頚言條件を輿し雪・るものである封蓼は催ず’ξき罰駒

がある。錘直的であらうと水ま1納勺であらうと、會洲二給合の線に学｝をひ、繰物；鴇隅ごll擁li織し、敬

個の大會肚を出現せしめる蔀は・順次に分配潜の地位を改良し、利潤獲得を壇し，恐らく1訟健

全なる事業歌祝を出現せしめるであらう。根木的に窟要な梅劃書：畏が企てもるsに鄭ざれぱ．常

撚業は島くの槻棚轍の鰍蝦勉惹起する蘭な・・危泌鋤1蜘鷺隙囎・臆ら
ぬであらう。』と結んで居る。

　誠に組織の統制は詰塵業1ことりては殊に必要である。而して米國機織薩業等にあり’τは、斯

る組織の統制は二の線こ滑オ・て行はれて五鴨様である。一・1蠣1榊爾コ陽の1姻繍撫儲るfl：

上及び分配部面の綜合であり、他はil述の如きfL　l：業背のn鏡織媚騨fの支酬こよ捻原斜蔀門

の獲得である。併し請齎に依る仕上叢に販費郡面の弱捨は米だ巡々たるもの～如C’高毒1賭筏物

を取撚轍搬業撫その頒う｝野を鰻す嬬に仕1滋に1鞭涌翻・：融讃渇搬
にすぎぬものS如くである。反之仕k業者に依る生1鱈il醐の亥躁1は，1二蓮の掬1く稗し藩樫度に滋

んで居り、而してこの趨勢は、業者が来完破歌熊に於て製高を籔却するそ「1爲が1鑑屠すゐに從つ

て増大するであらう。然し仕L業暫が、生産部醐の丈配をr1鑓織布梁ず然：流lk・1，bしめる’づ罫に依

てのみ保持せんとする限りは、斯業をして健奄な基礎の」：に、それIllらを建設す為事紹こ1畳∫能

　（22）°P・cit・　p．22・（23）。P・cit・，　p・76・（24）。il．　eit．，エ・69，
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ならしめるであらう。

結　　　　欝

　以J：に工〔つて私はコペランド並にクアルナーに依る♪1ヒ國の1ド絹並に入絹織物のイ1ρ燦と分配』

なる勢作を紹介した。木Ill：に依て吾々は、アメリカ機織漆業特に糸附藻1物産薬：は、世紀に亘る不

臨の換展に依て年漆ゴ壬1！四億弗を超ゆる重要溝費財産業としての地位を古めながら、而も可なゆ

多くの不合理に，隅む滞業として之を了解した。1誠にアメリカの機織窟業は、之を：獲展史的に見

れば、未だ散f、Ll．的二に業維櫻時代に留窪り、初期資木三｝…義の段階に位するものと訟ひ得やう。

　高度猫占贅イく主1鶏段階にあるアメリカ現在の維濟鵬i勢1ぐに於て、何が該産業を斯る段1讐に留

まらせておくかと云へば、惟ふに之｛’よスクイル痩動に悲く火規摸経瞥化の限劫に存するではな

からうか。纏揃姶して・姻酬け雛つれて．・．」・L：の鰯細職揚了訪能つて市艘動の激

しき礎業に於ては，穴規模纒儲に薄く危瞼大なる爲、その實現ほ一般に困鄭iであるが、この事

が斯業花して斯る段階に棚ら・せておくのではなからうか。從つて各廃梁部衙の競lliil，その介理

的箱織化が呵・ぱ’れ、原料資源の猫lli化頓向が蝿い現代の終済粥勢下1こ於ては、四剛の鶏惰と薩

業それ陶身の内在的要」1ヒゐに依て、産業統制への巡i行は、斯界に於ても不可避的傾向があらう

が、斯楳に於ける限り該続lllllには恐らく共他の近代的工柴に見らるSが如き経麟の栗申は之を

作はないであらう。仕上ご嚢暫が！【三避郁門を白らa）維鶯に・包癖する事なく、原料資源を猫得せん

として届る努力は、右の：塩悩の誰ノ1三で」ある。勿論投資關係に基く企業集中の傾1司3くは糸IL倉的紬

合に依る分剛部而の綜合は、今後釜々進術するであらうが、それは飽迄農頸跨躯中を｛tl∋ひ得ない

であらう。鳳々はこの黙に關しタアルナーの論述の不鮮朋さをJII，ふo

　It　is　be！ieved　that　itltegl・at’ioll　of　companie＄into　larger　units　is　the　next　step　toward

areturn　to　profits　for　the　industry．叉はReorganization　of　the　textile　industry　along

the　lines　of　inte黛rated　companies，　whether　horizontal　or　vertica1，　with　the　emergence

o’f　several　large　corporations．・・6…　し2の

　この論蓮に關する限り、彼の意闘するとごろは、維麟の集中を意味して鳩る如くである。併

し水ユ1乱的であらうと囎畝的であらうと、鴻蜘鋤1の魂格統一力宝進行し、市況鍵動の減少せざる

i浪り、卿1界に於ては大纏螢化の畿現は園灘iであるo

　而してこの黙に絹織物1泰業の商次財段階とも云ふべき鑓綜業に於て、相似現敦をvalUするの

である02Pち翻縣業に方年ても、頭ヒ會繹濟の現段階に至つて二つの蕩倫・化傾向が現はれし派生蒋

に依る被派生T者の綜合f頃向としては、製綜業者の持約取引に依る養鷲農i家の獲得、同じく製綜

’業者の績・蟄3くは委託による慧種製造への進出として現はれ、被派ノ1三者による派生蔚の綜合傾ffij

としては，組合製綜に依る製綜餌業への進出として現はれて來な。然しこの綜含には維螢の結

合は之を作つては贋ないのである。蓋し養獄業は有機煙藤殊に最深の注意と技1将とを・要する琵

鍛飼育を、～i擁の本質とする事よりして，火規摸纏螢を不可能ならしめて店るからである。誠

に絹に關聯せる生藤業は、その最高次の盆ll鍛乏階より最低次のそれに至るまで、前者は胸機億

1蒸と云ふ性質より後者はスタイルに二影・響される産業として、共に大規模経螢化を不可能とされ

て居るのである。私は絃に絹と中小終螢と器壽・宿命的聯閥を患はざるを得ないと1剛劇ζ、此凌≧
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　ノ
に中ノJy農業者3くは中ノ1・工粟薪の生存篠地を見出すのである。勿論商業叉は工業資本の進出を防

　　（26）小島精一氏著、灘業の舎理化、P・60　P．70．　（26）GI〕・cit．，　P・76・

　　（27）　飽懸藁のコニ規分散制度4寺にrl」規模緯欝への集中化傾向に關しては、本位田群男民s製綜業鯉墨の

　研1究（維濟雄論集）聯六巻一號．20買以下参照o養羅業の同一｛頃向に關しては、本位m群男民．養慧藩‘ll蕾
　の研究（」二）（獄綜界iV〔〕1．4tt｝，　N・・獅，10頁以下参1！ID鑓種叢に關しては、小1噺愛夫氏、鱗純…i麹麟可）

　規拠比i絞、（艇雛と｝Y：濟猿三三巻第三三號、15S頁審照）並に、農林綴騒締局、鑓種製渣者の鰹麟に關する調
　査、1買及び11頁参き照）
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術し・自らを健全な基礎の上に搬展せしめる爲には，協「司組倫・の組織を借らぬばならない。

（力辱　上田獄綜・專門脳佼）　　　　　（受巡1　昭和11年8／130「D

On the present situation of American silk and 

rayon broad goods.

Tokoro KOIZUMI

（Received，30　August，1936．）

R6SUm6　　　　　　，

　　From　what　has　b3en　stated　by　Mr，　Tumer，　we　unclerst：and　t1ユat　th3　AmGrieξm　I，r‘｝ad

9・・ds　iRdUstry　is　su鉦erin黛fr・m　a　variety・f・afflicti。ns．　These　affl量ctkms　ar。脚n亡i。ぬ。d

as　f・11・w・・the　v・g・・i…f伽・・w　m・t・・i・l　ma・k・t，　the・ty1e。・d　f・ishi。。・y、1、，，・th。。b・

sgl・・c・・t・q・ipm・・t・・the　i・・vit・bl・・Q1・且i・t・・mQIゆ・・typ・・。f。p…t…，the，。mPl敬

prac亡ice，　etc・Some　of　these　have　their　origin　without，　others　within，　the　in（lugtry．　Here　wL・

wm・・t　t…h・・th…1・∫ect・f　the・・igi・with。・t，　btlt　wilI　t・k・・P・tl’le・・ig1・wl亡hi。、，。ly．

The　greater　part・f　these。rigins　wl1正be　m著匙inly　at励uted　t（）the　fact　thttt　tw。

ρther　bfanches…the　co】nmission　weaver　and　converter－have　come　from　th¢primε㌃ry

form－the　stock　carrying　】mill．　Theref⑪re，　the　control　of　these　branches　is　！x五〇st

important　for　this　industry　under　the　present　cQnditio11，　aracl　the正aw　of　socia1◎＞olution

wilh・t…！ly　1・・d　th・i・d・・七・y，　wh・th・・th。…ng・g・d　f・thi・i・lcl・・t・y・・。　witliiikr。，

not，　to　the　direction　above　mentioned，

B・tthe　c・・t・・1・fthi・i・d・・t・y　wilhユ・t　b・i・9・b・・tth・c・mbh・・t量Q・。f　th・m鋤。鍛・

ment　with　it・F…i・the　c・mbi・・ti。・・f　this　s・・t，　th…i・・脚t　d・・Sr。，’一、’㈱、lti。κ

f・・mth・dimi・・ti…f・la・t｛・ity・f　its　ma・・geme・t．　F。・thl・・e、，。。，　th，　c。ml漁ti。1、

°fe・t・・p・i・e　m・y　b・d・1・・il・thl・i・d・st・y，　b・t　th・t・f　m・nag・nユ・nt　i・hiirdly　t。　b、｝

h・ped・1・m・鱒t面・ed　that　M・・Tur・e・i・nQt凱1ff・cie・t・・d　i，　v。9、1ぬth。

explanation　of・this　point．

（C・11eg・・f　se・量・岨t・・e・・d・i量k－i・dust・y，　Uy・da，　J・pan．）


